
令和５年度 ケーブルテレビNet3 番組審議会 

 

１．開催日時 2025 年 2月 20 日（木） 午後 2 時～3時 30 分 

２．会場   滑川市立博物館 2階 多目的ホール 

３．出席委員（敬称略） 

＜会長＞ 

 山西潤一  （滑川市／富山大学名誉教授） 

＜副会長＞ 

高木久斗 副会長（滑川市／滑川 JC 幹事） 

＜委員＞ 

 坂口司   （滑川市／元教員・初任者指導員・部活指導員） 

 岩木けい子 （立山町） 

 金川良子  （立山町） 

 

※以下の委員は書面審議 

 虎渓智眼  （上市町／若杉愛児保育園 園長） 

 堀田博志  （上市町／南加積小学校 PTA 会長） 

 

＜滑川中新川地区広域情報事務組合・滑川市 DX推進課＞ 

 嶋川渡 

 

  ＜ケーブルテレビNet3 出席者＞ 

   末永祐士  （制作課課長） 

河西志津子 （制作課員） 

宇野津達也 （制作課員） 

 

 

 

 



【放送番組審議】 

「立山室堂山荘春夏秋冬２０２３ ポストコロナ時代の山岳観光（55分）」 

 

・テーマが散漫でなんの番組かわからない。 

四季の美しさを訴えるのか、山小屋の表に見えない苦労を訴えるのか、誰に何を主張した

いのかわからない番組で、50 分は大変つらい。 

・タイトルのポストコロナ時代という事を中心に理解しようと努めたが、山小屋の苦労、

自然やコロナなど、いろんな事があってわかりにくい。 

 

・佐伯さんは山小屋含めあのあたり一帯の Wi-Fi環境の整備にも努めた方。そうした話も

入れる余地はあった。あれでは何もわからない。 

 

 

「Ｎｅｔ３パラダイス＋ ８月５日週」 

 ・特集「滑川のネブタ流し」 

 ・ぱしゃべる「滑川市三穂町」 

 

特集 

・コロナが明けて、伝統の継続に挑戦という事がテーマなのがよくわかる。 

写真家のイナガキさんという昨年までと違う要素が入っていてよかった。 

・伝統行事に参加するという子供が減る中、こうした内容のものは小学校などで見てもら

うなどあってもいい。 

・毎年の行事だが、その中でその年の目玉というか、話題を取り上げて制作していってほ

しい。 

・市の活性化事業などとも連携していったらいいのではないか。 

 

ぱしゃべる 

・インタビューされた方たちのコメントが面白くていい。ほかの回で柿沢に（去年）行か

れた時も、地域の様子がわかってよかった。 

・狙いが町の紹介なら、町内会長さんに話を聞くとか、そういうのでもいいのではない

か。 



・町内でいろんなことを開催しているから、そういうタイミングに合わせて行けば面白い

かもしれない。 

 

 

「ご近所ニュース ２月２４日週」 

・相ノ木小学校 けん玉大会 

・G.O.Wが園児とダンスで交流 

・COSPLAY CROWD IN MERIKA 他 

・ニュースピックアップ 

 

・テンポよく、いい感じの時間区切りで見やすかった。全体としてよかったと思う。 

・毎月公民館や自治会で何かしら開催しているから、それを取り上げたらいい。 

 

 

・地震以来、福祉協議会などが中心になって色々な対応をしている。 

そうしたところにも声をかけて、ケーブルでも対応や取組みを広めていったらいいのでは

ないか。 

・ニュースピックアップで新聞と同じことを画面に映すのは何か意図があるのか。 

 

・まったく紙媒体とは違うことを放送してほしい。テレビでやる意義を考えてほしい。 

新聞を読めばわかることを繰り返されても意味はない。 

 

・紙媒体とは別の良さを引き出せるようにしないとＮｅｔ３の存続に関わることだと思

う。 

＜そのほか＞ 

・600 通あまりのご意見等いただいたとあるが、アンケートの結果報告のような回答は 

できれば一過性の番組上だけでなく、HPなど継続的にみられる形で意見とそれに対する

回答を掲載したら、周知がすすみ、有益かもしれない。 

・今の若い世代は自分たちで映像を作れるので、無条件にとはいかないが、何かしらの制

約の下で情報発信の場としてケーブルを活用していけたらいい。 

 



 

＜質疑応答＞ 

・祭りやイベント、告知のための時間をきっちり取ってもらうことはできないのか。 

「行くのを忘れていた」という人も多いので、事前の告知をがんばってほしい。 

去年の情報なども動画でしっかりイメージさせてほしい。 

→ポップアップ編集局という番組で少しずつイベントなどの告知をしていく。 

 

・持ち込みの動画を放送してもらうことはできるのか。 

→放送料の規定がある。行政や警察などについては無料で放送する場合もある。 

 

・自分たちで地域の状況や学校の様子を撮影したものを持ち込み、放送してもらうことは

可能か。 

→先日からＳＮＳを始めている。それを使って、動画の募集などをはじめる企画もやって

いけたらと検討している。コーナーができたらそれに応募していただくという事もあり得

る。 

 

・運動会などをドローンで撮影するのは可能か。 

→法律の制約がある。距離を置いて撮影、主催者とも相談しての撮影となる。 

（了） 


